
グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成28年度全国平均

421.1 339.7 269.9 196.2

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

    平均値 543.0

  715.5 411.0

平均値      平均値  

  当該値 2,634.2 1,752.8 1,261.2当該値      

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　稼働率が100%に満たず、供給過多の状態にある。
営業利益が大幅な赤字であることや設備投資見込額
が高額なことから今後も経営は非常に厳しく、施設
規模の縮小や用途変換など施設のあり方自体を再検
討する必要がある。
　再検討にあたっては、都市計画駐車場として整備
されているため、周辺の将来需要をよく把握しなけ
ればならない。特に平成３４年度に新幹線が開業す
ることもあり需要が大きく変動する見込みで、周辺
の再開発など開業の影響を見据えた検討が必要であ
る。平成30年度から平成31年度にかけて駐車場整備
計画の見直しを予定しているため、その中であり方
についての議論を行なっていく。

0

⑧設備投資見込額(千円)

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27 H28H28

278,900

H24 H25 H26 H27

当該値  

40,082 40,365 48,967 46,827 47,288

「他会計補助金額」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

24.4 24.4 24.2 25.5 22.0 平均値平均値 650 650 543 454 384 平均値

△78.2 △41.9当該値 6,759 6,075 4,627 2,894 2,164 当該値 △64.4 △52.2

3. 利用の状況について
　⑪稼働率について近年はほぼ利用状況が変わらな
いが、平均に比べて低い。開業当時に比べても利用
が大きく減少しており、周辺に割安なコインパーキ
ングが増加したことなどが要因である。現在の駐車
場規模が需要に一致しておらず、周辺の将来需要を
よく調査した上で施設規模の縮小を図っていく必要
がある。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

△29,188 △17,421 △14,924△39.0 当該値 △24,315 △21,114

193.0 　⑦敷地の地価については県道下にあるため算出が
出来ない。
　⑧設備投資見込額は主に機械式駐車装置の修繕費
用である。整備から２０年が経過し、耐用年数を超
えて使用している機械部品が増えてきており、２５
年経過時に耐用年数を超える部品が増大する見込で
ある。しかしながら、現在の利用状況では投資に見
あう収入や効果が見込めず、利用促進策はもちろん
施設存続の是非やダウンサイジングについて検討
し、投資額の抑制を図っていかなければならない。
　⑩企業債残高対料金収入比率は建設当時に発行し
た市債の償還が徐々に終了しているため年々減少し
ている。

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「施設の効率性」

26.5 25.2 28.8 平均値 195.5 199.1

2. 資産等の状況について
平均値 138.7 110.6 118.2 120.9 205.8 平均値 27.8 30.1

当該値 44.0 46.8 44.3 46.8 42.1当該値 92.6 91.9 73.5 72.3 63.5

191.4 194.7

当該値 98.2 96.5 86.5 82.5 78.9

H24 H25 H26

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
　①収益的収支比率は平均より低く、大部分を一般
会計からの繰入金に依存している。
　②他会計補助金比率は平均より高く、単独運営が
非常に困難な状態にある。
　③駐車台数１台当たりの他会計補助金額も建設時
の起債償還が徐々に終了しているため減少してきて
はいるが平均に比べて高額である。
　④売上高ＧＯＰ比率及び⑤ＥＢＩＴＤＡはマイナ
スであり、採算が取れていない。機械式駐車場であ
るため、修繕、保守点検費及び機械操作の人件費な
どが負担となっているが、安全性確保の面で費用の
抑制が困難である。マイナス解消のため値上げを検
討すべきであるが、周辺に割安なコインパーキング
が増えているため逆効果になるおそれがある。

H24 H25 H26 H27 H28 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 20 316 300 代行制 【】

分析欄

有 10,468 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 民間企業出身 商業施設

－

経営比較分析表（平成28年度決算）
福井県福井市　福井市本町通り地下駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)
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①収益的収支比率(％) 
【275.4】 
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⑩企業債残高対料金収入比率(％) 
【122.6】 
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⑨累積欠損金比率(％) 
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⑥有形固定資産減価償却率(％) 
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②他会計補助金比率(％) 
【13.3】 
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円) 
【140】 
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⑪稼働率(％) 
【194.5】 
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④売上高ＧＯＰ比率(％) 
【45.2】 
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円) 
【19,129】 

該当数値なし 該当数値なし 


